
   

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ会長 相 馬 伸 吾 

 第２分科会「家庭教育」に参加し、テーマは「子どもの行動や気持ちを理解するためのコミュニケーシ

ョンについて」でした。コミュニケーションを取る手段は、会話、手紙、メール、今はＳＮＳが主流かと

思いますが、まず子どもがはじめにコミュニケーションを取る相手は家族です。家族が子どもに愛情を注

いで、それが子どもに伝わったときにコミュニケーションの扉が開くのだと思います。また参加した皆さ

んが多く言っていたのが「家庭内環境が良好」であることが重要です。自分の家が安心できる場所である

ことが、コミュニケーションの第一歩ではないでしょうか、という話に同感でした。外での出来事を安心

して話すことができる環境は、子どもにとって大切だと思います。 

子どもに対しては、各ご家庭で様々な教育方針があると思います。親が子どもを見ている以上に子ども

は親を見ています。子どもを厳しく育てた方が、子どもが大きくなって謝ったとき、「それがあったから今

しっかりやれているんだよ」と言ってくれたという話がありました。それは愛情をもって、子どもと関わ

ることを恐れずに全力で向き合ってきたからこそだと思います。すべてがこういうように最終的に良い形

で終わるわけではなく、もう口もききたくない！となってしまうこともあると思います。しかし、そこで

あきらめて接することをやめると、そこから先に生まれるものは何もありません。思春期・反抗期など難

しい年頃になり、子どもとの向き合い方、新しい情報を得ることなど親としてもアップデートしていかな

くてはなりません。子どもが前へ進む道をたくさん作り、人生の行き止まりをなくしていくことも親の責

務です。一日一日が大切なコミュニケーションの場なのです。 
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第７３回北海道高等学校ＰＴＡ連合会大会（北見大会）に参加して 

令和６年度 キーワードは「人として」 

か」、「人として、どうであろうか」と考える訓練をし

ていきましょう･･･。」 

さて生徒の皆さん、今年度も後期となります。ここ

で一旦一呼吸。今一度、初心も思い出しつつ、気持ち

を込めて生活していきましょう。 

保護者、地域の皆様方、本校では、次の図のように

重点ミッションを策定し、一歩前へ踏み出しておりま

す。どうぞ「新たな南陵スタイル」への御理解と御協

力をよろしくお願い致します。 

この４月に着任し早半年。年度始まりにあたり、生 

徒諸君へ送ったメッセージは次のような内容でした。 

（１年生へ向けて） 

「校長として、次の二つを重視しています。 

一つ目は、論語の「義を見て為さざるは勇なきな

り」…目の前に困っている人を見かけたら、見て見ぬ

ふりをせず、手を差し伸べることができる人となって

ください。 

二つ目は、「日々の授業」を大切に。… 皆さんに

は、今こそ着実に教養を深め、この先十年二十年後を

思い描き、視野を広く課題を発見し、果敢に生き抜い

て欲しいと思います…」 

（２、３年生に向けて） 

「このペットボトルには、水が３分の１入っていま

す。『もう３分の１しかない』と考えますか？『まだ

３分の１ある』と考えますか？」 

物事にはいろいろな面があります。色々な見方がで

きます。特に想定外を想定することが必要となった今

を生き抜くためには、「自分はこうだ」に固執せずに

一呼吸、「反対からはどう見え、どう考えるであろう 



 

 

学校祭 ７月 10日・11 日 

5 年ぶりに学校祭の夜空に花火が復活しました。藤野地区町内会連合会様

のご支援、誠にありがとうございました。 

藤野ふるさと祭りに参加して 8 月 3日（土） 

私たち南陵生１７名は準備の段階からお手伝いをし、地域の皆さんの協力の上

で祭りが成り立っていることが分かりました。多くの人の思いがこもったふるさ

と祭りに参加できてとてもうれしかったです。（生徒会長 齋藤） 

南陵いのちの授業 11 月 1日（金）12:00～12:45 

パラリンピックチェアスキー金メダリスト加納亮さんの講話を本校体育館で行います。聴講希望の方は本校教頭

までお電話ください。（011-591-2101 南陵高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校へのご理解ご協力、あらためて感謝申し上げます 

ＰＴＡ役員より～ＰＴＡ活動の感想あれこれ 

３年 塩澤敦子さん 

今年度初めて学級委員と

してＰＴＡ活動に参加させ

ていただきました。 

ＰＴＡは大変というイメ

ージでしたが、小・中学校に

比べると負担が少なく参加

も出来る範囲で良いとの事

でとてもありがたかったで

す。 

活動のメインは学校祭の

バザーですが、先生方や保護

者の皆さんと協力してたく

さん売ることが出来て、とて

も楽しく、良い思い出になり

ました。 

高校最後の年ですが参加

できて良かったです。ありが

とうございました。 

３年 齋藤さん 

いつもお世話になっています。 

３年生最後なのでお手伝いをしたい

と思い参加しました。 

ＰＴＡバザーでは学年関係なく沢山

の保護者の方がいらしてびっくりしま

した。コロナで学校の行事も縮小され、

保護者同士集まる機会がなくなってい

たので、久しぶりの会話でした。他のお

子さんの様子なども聞けて楽しく過ご

せました。 

ＰＴＡの活動は沢山あると負担に感

じてしまいますが、子どもたちと一緒

に出来るボランティアや体育祭のお手

伝いは関わってみたかったです。転勤

族で転校ばかりでしたが、高校生活は

３年間転校もなく、じっくりと腰を据

えて送れたのではないかと思っていま

す。 

２年 齊藤さん 

花壇整備では、子どもたちが

一所懸命に植える姿を拝見する

ことができました。植え方の指

示（ご指導）と後から来られた先

生のアドバイス（指示）が違って

いて迷う生徒がチラホラと見う

けられましたが、それぞれの感

性（センス）がありますよね。素

直に聞き入れている様子でし

た。思い出に残るとてもよい時

間を一緒に過ごすことができま

した。きれいに咲いてくれてい

ると思います。ありがとうござ

いました。 


